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１０月２０日（火）、宮崎大学教育学部附属中学校において、令和２年度の公開研究会が行われました。
附属中学校では、キャリア教育を研究の柱に設定し４年目を迎えており、本年度は「未来へのパスポート ～

キャリア教育を軸とするカリキュラムマネジメント～」を主題に、研究が進められています。
公開研究会のプロローグでは、「未来へのパスポート キャリア教育を問い直す」というテーマで、本事務所

の北林克彦所長がキャリア教育への思いを熱く語られました。
講義の内容は、①キャリア教育の変遷と多面性について、②社会の急激な変化に伴う学校におけるキャリア教

育の進め方についての２点でした。
これから１０年後、２０年後の社会がどのようになっているのかイメージすることは容易なことではありませ

ん。そこで、キャリア教育を通して、基礎的・汎用的能力を育成していくこと、学ぶ意欲を高め、学力の向上を
図ること（本教育事務所としても学力向上の中にキャリア教育を位置付けています。）が必要なことであると明
示しました。まとめでは「わからないこと、解決すべきこと、学ぶこと」が楽しいと思える子どもを育てること
がこれからの教師の役割であることや、学び方（方式）を一斉の「定食」から個に応じた「カフェテリア」へ、
到達度の価値を陸上でいう「着順」から「自己新」へというように、教師の意識を転換することが大事であると
述べました。
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小５・中２を対象にみやざき小中学校学習状況調査を実施

１２月１日（小学校）、１２月１・２日（中学校）を基準日として、みや
ざき小中学校学習状況調査が実施されます。これまで小学校４・５年、中学
校１・２年を対象に実施し、自校採点から入力までをお願いしておりました
が、本年度は小学校５年、中学校２年で実施し、採点や入力をする作業がな
くなります。
本調査では、主として当該学年で学習した内容が出題されます。「授業改

善４＋４のチェックポイント」でもお願いしておりますように、単元のまと
まりの中で「学びの見届け」を確実に行うことが大切です。本年度は、コロ
ナ禍による臨時休業が続いた時期があるため、年間指導計画どおりに進んで
いない学校があることも考えられます。
そこで、出題される問題の中に未学習の内容がある場合には、特殊処理を

することが可能です。各市町村教育委員会を通じて、学校に送付されている
「実施のてびき」のＰ５を確認の上、適切な対応をお願いいたします。
なお、実施のねらいには、客観性の高い調査をもとにした児童生徒の現状

分析を通して、各学校における補充指導や授業改善を充実させることが掲げ
られています。
返却までには若干の時間を要しますが、結果をもとに、２月、３月の年度

末の期間を使って、当該学年までの「知識・技能及び活用」についての「学
びの確認」を行うことが大切です。「身に付けたい力」が定着しているかを
見取った上で、子どもたちを次の学年に進級させることが求められます。
これからも、子どもたちに「確かな力」が身に付くように、継続的に授業

改善を進めていきましょう。
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会に参加したひとりとして、これまでの概念にとらわれすぎることなく、目の前の児童
生徒が将来を豊かに生き抜く姿をイメージしながら、学校教育に携わっていくことの責任
の重さを改めて実感しました。
午後の公開授業や研究説明でも、キャリア教育と日々の授業が密につながっている具体

が示され、参加者にとって学びの多い一日となりました。


